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お
知
ら
せ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に

伴
い
、
昨
年
十
二
月
一
日
付
け
で
五
十
人

の
皆
さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
行
政
と
地

域
住
民
の
か
け
橋
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
関
す
る
助
言
等
を
し
ま
す
。

字 担当地域等 氏　名 電話 字 担当地域等 氏　名 電話

木
古
庭

入、後山2、広尾、沢田 秋山　裕子 878－6165

堀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

鐙摺、諏訪町 末継　誠一 876－3803

アラク、高祖坂、光団地 新 遠藤　和江 878－7032 三ケ浦 鈴木　鞠子 875－5683

大沢、刈山、藪、後山1 新 杉山美惠子 878－7432 あずま7A～8B、9B、9C、
13～20 新 田口　正子 875－2037

上　

山　

口

大沢谷、寺前、栗坪、新沢 坂田　洋子 878－7737 あずま1～6、9A、10～12 新 綾部　芳子 875－6380

唐木作、間門、京浜団地 宮川　政令 878－6859 木の下1～8、10、20、21、
23、24、26、27、29、31、33 新 髙梨　民雄 875－5009

大沢、正吟 永津　雄子 878－7219 木の下9、11～19、22、25、
28、30、32 新 矢村　宗克 875－9463

下　

山　

口

1～13－1、41、45、46 須藤トクエ 875－5946 元町たかさご会 新 佐藤　靖子 875－9313

13－2～14、16～26、42～
44 沼田　東治 875－3111 森戸 中川　進一 875－2517

15、27～40 沼田　利平 875－2305 真名瀬 小宮　和子 875－1841

葉山一色台
（一色含む） 新 村田　文子 875－4388 向原9、10、14～24、26、28、

30、34、36～40、42～46 柿本　啓子 877－4447

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色

第1　1～11－1、第2平の
越1、2 櫻井　初江 876－1668 向原1～8、11～13、25、

27、29、31～33、35、41 新 和田　和美 875－4933

第1　15～25 鈴木　仁子 875－8050 牛ケ谷8～13、15、16、20、
22、25、27～31 新 杤木　絢子 875－0368

第1　11－2～14－4、26
～29－2 市川　美惠 876－2574 牛ケ谷1～7、14、17～19、

21、23、24、26 新 奥原　幸子 875－8930

第2　1～16 新 鈴木　永次 875－0451 東伏見台 新 本村　希香 875－5630

第2　17～33 新 柿崎　光子 875－2974

長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柄

下 新 荒井　武男 875－2216

パークド葉山四季 中川　智子 875－9250 下2 相澤　寶子 875－3775

第3　11～27、54 加藤　照子 877－1644 中1 杉浦　佑子 875－3838

葉山エコー会
第3　1～10、28～31 上野　英樹 875－5340 上 新 山本　礼子 875－9331

第3　32～53、55 梶山　悦子 875－9335 葉桜1、4ブロック 杉浦　強司 875－6070

第4 鈴木　佳子 875－4844 葉桜2、6、8ブロック 新 西岡　　次 876－1352

第5 新 杉野三千代 876－0412 葉桜3ブロック 新 具志堅　勝 875－4636

芝崎 未　定 葉桜5ブロック 新 青木　英子 875－8175

堀内含む、つつじケ丘 酒井三津塩 875－4805 イトーピアＡＢＣブロック 徳岡　昭夫 875－7349

※「新」は、新任の委員 イトーピアＤＥＦブロック 篠原　幸夫 875－6940

イトーピアＧＨブロック 山本　牧人 875－6453

主任児童委員 鹿嶋　千尋 878－7490

主任児童委員 羽田志津枝 875－3654

主任児童委員 横田　眞澄 875－8972

町
か
ら
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
災

害
発
生
時
の
安
否
確
認
等
に
備
え
、
地
域

に
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
☎
内
線
二
三
一

　

歯
周
病
は
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
と
関
係

の
深
い
「
歯
と
歯
ぐ
き
の
生
活
習
慣
病
」

で
す
。
中
高
年
で
歯
を
失
う
原
因
の
多
く

が
歯
周
病
で
す
。
し
か
し
初
期
の
段
階
で

は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
乏
し
い
ま
ま

進
行
す
る
た
め
、
検
診
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

今
年
度
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
〜
二

三
年
三
月
三
一
日
の
間
）
四
〇
・
五
〇
・

六
〇
歳
に
到
達
さ
れ
る
人
を
対
象
に
逗
葉

歯
科
医
師
会
加
入
の
実
施
医
療
機
関
で
歯

周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
対

象
者
に
は
受
診
券
を
昨
年
四
月
下
旬
に
発

送
し
て
い
ま
す
。）
実
施
期
間
は
平
成
二

三
年
三
月
三
一
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
検
診

を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
め
の
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
昨
年
四
月
一
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
該
当
年
齢
の
人
や
、
受
診
券
を
紛
失

さ
れ
た
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問 

合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
八
七
五

－

一

二
七
五 歯

周
疾
患
検
診

〜
二
二
年
度
対
象
者
は

三
月
三
一
日
ま
で
で
す
〜
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ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
の
コ
ツ

〜
捕
獲
強
化
期
間
中
〜

　

最
近
の
捕
獲
状
況
を
み
る
と
、
町
の
中

心
部
で
は
捕
獲
さ
れ
ず
、長
柄
・
木
古
庭
・

上
山
口
な
ど
の
地
域
で
、
大
型
の
オ
ス
や

若
い
個
体
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
皆
さ
ん
の
捕
獲
協
力
に
よ
り
、
町
内
に

生
息
し
て
い
た
も
の
は
ほ
ぼ
捕
獲
し
つ
く

さ
れ
、
周
辺
か
ら
新
た
な
個
体
が
侵
入
し

て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
再
侵
入
の
も
の
が
定
着
し
て

し
ま
う
と
、
今
ま
で
の
努
力
が
無
駄
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
引
き
続
き
警
戒
と
捕

獲
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①　

ア
ラ
イ
グ
マ
が
よ
く
来
る
場 

所

　

山
林
に
隣
接
し
て
い
る
・
池
が
あ
る
・

物
置
や
廃
屋
が
あ
る
・
畑
が
あ
る
等
の
要

素
を
複
数
満
た
し
て
い
る
と
、
ア
ラ
イ
グ

マ
が
よ
く
来
る
場
所
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
捕
獲
し
て
く
だ
さ

る
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！

・ 

山
林
に
近
い
と
通
り
道
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
池
や
畑
は
エ
サ
場
と

な
り
、
物
置
や
廃
屋
は
住
み
か
と
な
る

た
め
、
集
ま
っ
て
き
や
す
い
。

・ 

一
頭
も
し
く
は
複
数
頭
を
捕
獲
し
て
、

一
旦
は
空
白
地
帯
と
な
っ
て
も
、
集
ま

り
や
す
い
場
所
の
た
め
再
侵
入
が
お
こ

り
や
す
い
。

・ 

三
六
五
日
捕
獲
器
を
し
か
け
続
け
る
の

は
大
変
な
の
で
、
一
週
間
し
か
け
て
二

週
間
休
む
よ
う
な
間
欠
運
転
も
可
能
。

毎
月
初
め
の
一
週
間
は
町
内
で
一
斉
に

し
か
け
る
よ
う
に
す
る
と
効
果
大
。

ポ
イ
ン
ト
②　

捕
獲
器
の
し
か
け
方

い 

つ
：
明
確
な
季
節
性
は
な
い
が
、冬
（
繁

殖
期
）
と
、
秋
（
独
立
す
る
）
の
捕
獲

は
効
果
的
。
夜
行
性
な
の
で
日
中
目
撃

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
雨
で
も

活
動
し
、
よ
く
捕
獲
で
き
る
。

ど 

こ
で
：
夏
は
農
地
で
、
冬
は
（
住
居
侵

入
を
狙
う
の
で
）
物
置
や
家
屋
周
辺
で

捕
獲
で
き
る
。
畑
で
は
、
中
心
や
被
害

作
物
の
そ
ば
に
仕
掛
け
る
よ
り
は
、
獣

道
等
の
侵
入
路
を
見
つ
け
、
畑
に
入
る

前
に
捕
獲
す
る
ほ
う
が
効
果
的
。
通
り

道
は
、
獣
道
だ
け
で
な
く
、
人
道
も
よ

く
利
用
す
る
。
水
路
沿
い
や
水
路
の
中

も
よ
く
通
る
。通
り
そ
う
な
と
こ
ろ
や
、

捕
獲
器
の
周
り
の
地
面
を
な
ら
し
た

り
、
砂
・
灰
・
石
灰
等
を
ま
い
て
お
い

た
り
す
る
と
、
足
あ
と
が
残
る
。

な 

に
を
：
何
で
も
食
べ
る
が
、
甘
い
も
の

や
脂
っ
こ
い
も
の
が
好
き
な
の
で
、
菓

まきエサとカバーで捕獲率アップ

　

昨
年
か
ら
、
役
場
の
窓
口
販
売
等
を
利

用
し
て
、
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る
家

庭
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
よ
く

耳
に
す
る
の
が
、始
め
て
は
み
た
け
れ
ど
、

「
使
い
方
は
あ
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
」

「
上
手
な
人
は
ど
う
や
っ
て
い
る
の
？
」

と
い
っ
た
、
不
安
や
疑
問
の
声
で
す
。

　

町
で
は
、
生
ご
み
処
理
を
始
め
た
多
く

の
人
が
快
適
に
継
続
で
き
る
よ
う
に
、「
生

ご
み
交
流
サ
ロ
ン
」
を
毎
月
第
一
月
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
由
な
意
見
交
換

と
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
始
め
て

み
た
い
と
い
う
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。

今
後
の
開
催
日
程

四
月
四
日（
月
）　

五
月
は
お
休
み
で
す
。

六
月
六
日（
月
）・
七
月
四
日（
月
）

八
月
一
日（
月
）・
九
月
五
日（
月
）

時
間　

一
四
時
〜
一
五
時

場
所　

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
一

＊
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
内
線
四
五
一

生
ご
み
交
流
サ
ロ
ン

毎
月
第
一
月
曜
日
開
催
中
！

子
パ
ン
・
油
揚
げ
・
か
ら
揚
げ
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
魚
の
ア
ラ
・
果
物
な
ど
で
捕

獲
で
き
る
。
エ
サ
は
捕
獲
器
の
中
に
入

れ
る
だ
け
で
な
く
、
入
口
付
近
に
ド
ッ

グ
フ
ー
ド
・
パ
ン
く
ず
・
菓
子
等
を
ま

い
て
お
く
と
、捕
獲
の
確
率
が
上
が
る
。

注 

意
：
捕
獲
器
は
水
平
に
置
く
。
毎
回
必

ず
動
作
確
認
を
す
る
。
ひ
っ
く
り
返
さ

れ
た
り
、
外
か
ら
エ
サ
を
取
ら
れ
た
り

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
木

の
板
で
囲
っ
た
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

カ
バ
ー
を
作
成
し
た
り
す
る
と
良
い
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
内
線
四
五
三

（ 
）
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お
知
ら
せ

自
治
会
・
町
内
会
に
つ
い
て

　

転
入
し
た
人
な
ど
で
、
自
治
会
・
町
内

会
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
は
隣
近
所
に
住
む
人

た
ち
が
、
豊
か
で
住
み
や
す
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
任
意

の
住
民
自
治
組
織
で
す
。

　

地
域
に
は
、
犯
罪
防
止
対
策
、
大
き
な

災
害
へ
の
備
え
、
環
境
整
備
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
に
あ
る
二
八
団
体
の
町
内
（
自
治
）

会
で
は
、
身
近
な
地
域
の
課
題
を
解
決
し

た
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
、
つ
な
が

り
を
作
り
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
暮
ら

し
を
支
え
て
い
ま
す
。

防
災
・
防
犯
活
動

　

町
内
（
自
治
）
会
で
は
地
域
を
安
全
・

安
心
に
す
る
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
大

き
な
災
害
時
に
は
警
察
・
消
防
署
の
助
け

だ
け
で
な
く
、
隣
近
所
の
救
出
・
救
護
活

動
が
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に

防
災
訓
練
を
し
、
防
災
備
蓄
庫
に
は
い
ざ

と
い
う
時
に
使
用
す
る
資
材
等
を
備
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
防
犯
意
識
を
高
め
、
空
巣
や

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
防
止
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

環
境
活
動

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
や
公
園
の
清
掃

な
ど
で
生
活
環
境
の
整
備
・
向
上
を
図
り
、

住
み
よ
い
環
境
を
整
え
る
活
動
を
し
ま
す
。

文
化
・
ふ
れ
あ
い
活
動

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
共
に
参
加
で
き
る
、
世

代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

同
士
の
親
睦
活
動
や
子
ど
も
会
活
動
を
通

し
て
、
ご
近
所
・
仲
間
同
士
の
親
睦
融
和

に
つ
な
が
る
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

情
報
交
換

　

住
民
同
士
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

地
域
で
の
問
題
点
や
解
決
策
な
ど
を
話
し

合
い
、
問
題
意
識
を
高
め
会
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

地
域
参
加
へ
の
身
近
な
一
歩
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
町
で
は
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
加
入

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問 

合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
内
線
二
〇

五
・
二
〇
六

　

町
内
の
農
産
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
一
月
一
三
、
一
四
日

に
福
祉
文
化
会
館
で
農
産
物
品
評
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
夏
の
猛
暑
後
も
気
温
は
高
め

で
推
移
し
、
降
水
量
は
、
九
月
、
一
二
月

は
ま
と
ま
っ
た
雨
が
あ
り
、
一
〇
月
、
一

一
月
は
少
な
め
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
栽

培
条
件
の
中
、
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
な

ど
二
七
六
点
と
多
数
の
出
品
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
四
日
に
即
売
を
し
、
約
四
〇

分
で
完
売
し
ま
し
た
。

特
別
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）
と
受
賞
品
目

神
奈
川
県
知
事
賞

　

鈴
木　

陽
介　
（
夏
み
か
ん
）

葉
山
町
長
賞

　

石
井　

春
夫　
（
こ
ん
に
ゃ
く
芋
）　

よ
こ
す
か
葉
山
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

　

石
川　
　

榮　
（
ネ
ギ
）

神
奈
川
県
横
須
賀
三
浦
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
所
長
賞

　

永
津　

勝
司　
（
ほ
う
れ
ん
草
）

葉
山
町
議
会
議
長
賞

　

三
留　
　

武　
（
長
大
根
）

葉
山
町
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

三
留　
　

武　
（
里
芋
）

　

一
月
二
五
日
、
町
商
工
会
館
で
平
成
二

二
年
度
の
永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・

優
秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰
の
表

彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〈
永
年
勤
続
者
表
彰
〉

　

松
田　

恵
美　

㈲
建
旺
住
宅
不
動
産

〈
技
能
功
労
者
表
彰
〉

　

大
坂　

国
男　

マ
ル
キ
塗
装
店

　

前
﨑　
　

昇　

吉
乃
寿
司

〈
優
秀
技
能
者
表
彰
〉

　

中
村　
　

均　

中
村
建
築

　

大
友　

好
淳　

大
友
工
務
店

〈
優
良
小
売
店
舗
表
彰
〉

　

葉
山
釣
具
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

産
業
振
興
課
☎
内
線
三
七
二

葉
山
町
農
産
物
品
評
会

永
年
勤
続
者
・
技
能
功
労
者
・
優

秀
技
能
者
・
優
良
小
売
店
舗
表
彰

神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞

　

鈴
木
由
美
子　
（
甘
夏
み
か
ん
）

葉
山
町
朝
市
農
産
物
加
工
振
興
会
会
長
賞

　

永
津　

幸
江　
（
梅
干
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課
☎
内
線
三
七
二
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●
子
宮
頸け

い

が
ん

　

子
宮
頸け

い

が
ん
は
子
宮
の
入
り
口
に
で
き

る
が
ん
で
す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と
い
う
皮
膚
や
粘
膜
に
存

在
す
る
百
種
類
以
上
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
う

ち
、「
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」
と
呼
ば
れ
る

十
五
種
類
ほ
ど
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
二
〇
歳
代
後
半
か
ら
三
〇
歳

代
の
女
性
に
急
増
し
て
お
り
、
二
〇
歳
代

か
ら
三
〇
歳
代
の
女
性
に
お
い
て
発
症
す

る
す
べ
て
の
が
ん
の
中
で
、
第
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
子
宮
頸け

い

が
ん
に
な
っ
た
場

合
、
子
宮
や
子
宮
の
ま
わ
り
の
臓
器
を
摘

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
が
進
ん
で
し
ま
っ

た
場
合
は
、
生
命
そ
の
も
の
に
対
し
て
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
宮
頸け

い

が
ん
は
原
因
や
が
ん

に
な
る
過
程
が
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
て
い
る
予

防
が
で
き
る
が
ん
で
す
。
ま
た
、
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
前

に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。（
町
で
は
二
〇
歳
か
ら
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
を
し
て
い
ま
す
。）

●
子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　

子
宮
頸け

い

が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

は
、
中
学
生
〜
高
校
生
段
階
（
一
一
〜
一

五
歳
）
が
最
も
接
種
効
果
が
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
現
在
中
学
三
年

生
（
平
成
七
年
四
月
二
日
〜
平
成
八
年
四

月
一
日
生
）
に
三
回
分
の
接
種
の
費
用
助

成
を
し
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
既

に
費
用
助
成
の
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
二
三
年
一
月
以
降
に
転
入
し
た

人
や
、
助
成
券
を
紛
失
し
た
人
、
平
成
二

二
年
四
月
以
降
に
既
に
接
種
し
て
い
る
人

な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
春
休
み
や
夏
休
み
な
ど
は
医
療
機
関
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
期
の
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
接
種
協
力
医
療
機
関

・
土
田
産
婦
人
科
内
科　

☎
八
七
一

－

四
四
三
二

・
丸
山
産
婦
人
科

☎
八
七
三

－

八
一
〇
三

・
八
尾
産
婦
人
科
医
院

☎
八
七
三

－

一
一
〇
三

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成

※ 

医
療
機
関
へ
電
話
で
予
約
の
上
、
郵
送

し
て
あ
り
ま
す
「
予
診
票
」、「
葉
山
町

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

券
」、「
保
険
証
」、「
母
子
健
康
手
帳
」

を
持
っ
て
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
医
療
機
関
以
外
で
は
、
助
成
券
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※  

三
回
の
接
種
は
、
必
ず
同
一
の
医
療
機

関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
す
る

と
き
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
に
は
注
射
し

た
部
位
が
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注

射
し
た
部
分
の
痛
み
や
腫
れ
は
、
体
内

で
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
し
て
防
御
す
る

仕
組
み
が
働
く
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

通
常
数
日
で
治
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
制
度

　

予
防
接
種
に
よ
っ
て
高
熱
、
け
い
れ
ん

（
ひ
き
つ
け
）
等
の
重
い
症
状
が
あ
っ
た

ら
医
師
の
診
察
を
受
け
る
な
ど
の
応
急
処

置
を
し
た
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
健
康
被
害
救
済

制
度
に
基
づ
く
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
協
力
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合
に
は
、
全
国
町
村
会
予
防
接
種
事

故
賠
償
補
償
保
険
に
基
づ
く
補
償
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●
そ
の
他
注
意
点

　

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
接
種
で
は
な
く
、
任
意
接

種
で
す
の
で
本
人
及
び
保
護
者
が
希
望
す

る
場
合
に
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
八
七
五

－

一
二
七
五

※ 

子
宮
頸け

い

が
ん
や
予
防
接
種
の
相
談
は
、

予
約
制
に
な
り
ま
す
。
来
所
す
る
時
は

事
前
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。


